
 

 

問題 1. あなたが大学で取り組みたい研究に、データサイエンス(数学、統計学、人工知能[AI]、コンピュータ科学等)や情報通信技術 

をどのように活用出来るのかを述べなさい。また、その結果として、どのような成果が期待されるかについても述べなさい。 

問題 2. 今後の科学(医学、農学等)の発展に、ロボット技術、情報通信技術、コンピュータ関連技術等の先端技術をどのように役立て 

ることができるか、可能性、効果、問題等についての自身の考えを述べなさい。 

＊これらの問いに対する回答については、講義内での説明の範囲に限定しません。自身の知識を最大活用して作成ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年度明治大学農学部 自己推薦特別入学試験特別講義 試験問題 

志望学科 生命科学科 受験番号  

氏  名                            高等学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問 1. 以下の生体分子の活性や分布が光により変化するしくみと、その変化が引き起こす現象を簡潔に説明しなさい。 

フィトクロム 
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問２. 生体分子の温度依存的な変化が、高温条件への適応に役立つ例を挙げ、その現象にかかわる分子メカニズムを 

   説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年度明治大学農学部 自己推薦特別入学試験特別講義 試験問題 

志望学科 生命科学科 受験番号  

氏  名                            高等学校 



問３. 今後、人口の増加や気候の変化により食糧の生産と消費が影響を受ける可能性と、その解決策について、 

    考えを述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４. 近年、様々な生物の（1）ゲノム配列の解読や、（2）ゲノム編集が盛んに行われている。 

   下線(1)と(2)の手法の鍵となる技術について、簡潔に説明しなさい。また、どのような生物をどのように改変することが 

   人類の役に立つ可能性があるか、あなたの考えを述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問 1 ほ乳類での DNA メチル化の役割について、講義内容を踏まえてできるだけ詳細に記述しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 猫で雄の三毛猫が存在しない理由を簡潔に説明しなさい。また、ごく稀に誕生する雄の三毛猫では性染色体数の異常 

が認められるが、通常はほ乳類の雌で起きる X 染色体不活性化を考慮して、考えられる雄の三毛猫の性染色体型を答えな 

さい（性染色体型の解答例：XY、XXX など）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年度明治大学農学部 自己推薦特別入学試験特別講義 試験問題 

志望学科 生命科学科 受験番号  

氏  名                            高等学校 



問 3 将来的に狙った遺伝子でエピジェネティックな遺伝子発現のオンオフを自在に調節できるようなると、農学や医学などの 

分野で何ができるようになると考えられるか、できる限り具体的に記述しなさい。 

（講義を踏まえた上で、講義内容には限定せずに自分がこれまでに経験・学習した知識も最大限に活用して答えなさい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


